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Abstract: The purpose of this study was to clarify aerobic bacterial flora in the Yonemoto 
commemoration gym using automatic bacterial identification systems throughout a year. In the gym, 13 
bacterial species of 34 genera were isolated throughout a year. When using the gym 12 bacterial species 
of 29 genera and, not using a gym, 9 bacterial species of 23 genera were identified. The incidence of 
Staphylococcus genus, the Micrococcus genus and Bacillus genus during the year among the frequently 
isolated bacteria species when using or not using a gym. Also, we found that the numbers of the 
microorganism increased compared with the time not to be using a gym. Most bacterial species isolated 
and identified in this study were indigenous bacteria that spontaneously occur in the natural 
environments, originally composed the indigenous bacterial flora, and are non-pathogenic in humans. 
In the gym, Staphylococcus epidermidis, Bacillus cereus, Psedomonas aeruginosa, Acinetobacter calcoaceticus 
were isolated, but normally that do not cause disease in healthy people sometimes cause infection. In 
the future, studies on the sterilization of dohyo and disinfection effects will be necessary.
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分けて，ある一定の採取領域を設定した被験体育館の
6 箇所から，ハートインヒュージョン寒天培地（栄研
科学）の平板を用いて試料の採取を行った。細菌採取
量を一定に保つために，それぞれ寒天培地平板を解放
後 30 分間放置した。
2??????????
ハートインヒュージョン寒天培地平板によって採取
さ れ た 試 料 は 37°C に 設 定 し た 恒 温 器（Yamato 
Incubator IC600）で 24 時間好気条件下で培養した後，
常温で 3 日間培養した。培養した細菌について，コロ
ニーの個数を測定し，菌集落の形状，集落の色などを
形態学的に分類した後に，普通寒天培地を用いて分離
培養を行った。分離された菌株はハートインヒュー
ジョン寒天培地を用いて純培養を行った。同定試験に
は純培養試料を平板寒天培地に塗布し，24 時間培養し
たものを実験試料として用いた1,2)。
1.?????
体育系大学の教員や学生は，環境微生物によるス
ポーツ施設や室内競技場の空気汚染等の実態を予め熟
知することは教育上また防疫上，極めて重要なことと
考えられる。しかしながら，現状では体育館内の環境
微生物による汚染状況や除菌対策に関する詳細な報告
はほとんど見られない。
本研究は自動細菌検査装置を応用し，本学米本記念
体育館の空中浮遊菌叢の動態について検討したので報
告する。
2.?????
1??????
（a）本学・健志台キャンパス・米本記念体育館につい
て 1 年間の継続的な調査を行った。試料の採取回数は，
毎月 1–2 回おこなった。
（b）細菌の採取法：体育館の使用前と使用中の 2 回に
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Kocuria varians，Pantonea agglomerans，Pasteurella 
haemolytica，Pasteurella multocida，Pseudomonas aerug­
inosa，Stenotrophomonas maltophilia の 11 属 13 菌種が
分離された（表 1，2）。
図 2・3 は，体育館の使用前と使用中の Staphylococcus
属，Micrococcus 属，Bacillus 属の属別出現菌数を示し
ている。以上のように，実験期間を通して体育館使用
中には，多くの微生物が分離されることが分かった。
4.?????
近年，細菌検査の分野では，自動細菌同定機器の使
用が一般化されてきた。スポーツ施設の分野でも細菌
叢の調査に自動細菌検査装置の利用が極めて有用であ
る1–4)。本研究は，初めて常時学生教育に利用されてい
る本学の米本記念体育館における微生物叢について，
継続的に追跡したものである。
表 1・2 は年間における体育館から分離された微生物
を迅速自動細菌検査装置によって同定したものであ
る。表に見られるように，Staphylococcus 属が総検出菌
の 47.4％を占める。Staphylococcus 属は自然界に広く分
布し，空気，土や酪農品などから分離される。また，
人や動物の正常細菌叢として皮膚や鼻咽腔の粘膜，腸
管内などに存在している。中でも Staphylococcus aureus
は，病原性細菌で化膿症疾患，食中毒，剥脱性皮膚炎，
毒素性ショック症候群や敗血症等の起原菌である7)。
Staphylococcus saprophyticus は体育館では年間を通し
て分離され，コアグラーゼ陰性で，病原性はない5)。し
かし，Staphylococcus epidermidis と同様に院内感染や日
和見感染の起因菌で，臨床的には無視できない菌種の
ひとつである5,7)。
最近，Staphylococcus 属には多剤耐性菌が多く報告さ
れ，MRSA による院内感染が問題になっている6,8)。メ
チシリンはペニシリンに耐性化した黄色ブドウ球菌に
効力を有する抗生物質である。最近，広範囲に有効な
抗生物質の出現・乱用により，正常細菌が駆逐されて
耐性菌をもつ菌が出現し，健康に影響を及ぼすように
なった。MRSA はメチシリンのみならず，β-ラクタム
薬と称される抗菌薬，すなわち耐性ブドウ球菌用ペニ
シリンをはじめとする全てのペニシリン系，セフェム
系，あるいはモノバクタム系，カルバペネム系など，
現在市販されている β-ラクタム薬に耐性を示す性質を
有している8)。今回，Staphylococcus の多剤耐性細菌が
体育館使用中に検出された事実は，利用者が学外から
持ち込んできたためではないかと考えられる。今後は，
体育館の使用頻度と当菌種との相関性について，さら
に調査する必要があると思われる。
次に数多く分離された Micrococcus 属は好気性，共
生性グラム陽性，コアグラーゼ陰性の共生菌であり，
3??????????????
各々の純培養培地から得られた各菌株にグラム染色
を行い，光学顕微鏡を用いて，細菌の形態を観察し，
グラム陽性，陰性，球菌，桿菌の分類後，グラム陽性
菌にはカタラーゼ試験，グラム陰性桿菌にはオキシ
ターゼ試験を行った。グラム染色と各種追加試験の結
果から，同定用カード（VITEK および ATB）を選択
し，自動細菌検査装置（日本ビオメリュー KK）を用
いてコンピュータで処理した1–5)。
3.?????
本学・健志台キャンパス・米本記念体育館から採取
した細菌の菌集落（コロニー）の出現数は年間を通し
て，実技使用前が平均 29.4 個，使用中は 84.7 個であっ
た（図 1）。学生が体育館を使用する前にくらべ，使用
中では分離される細菌数が多いことが分かった。使用
中に高頻度に分離された細菌種はグラム陽性球菌で
あった。年間を通して体育館を使用していない時には
グラム陽性球菌 81％，グラム陽性桿菌 17％，グラム陰
性桿菌 2％であった（表 1）。一方，使用中は同じよう
なグラム染色性を示し，百分率は 88％，8％，4％で
あった（表 2）。グラム陽性球菌の中では Staphylo coccus
属，次いで Micrococcus 属の順で分離された。Staphylo­
coccus 属では，S. aureus，S. auricularis，S. capitis，S. caprae，
S. chromogens，S. cohnii，S. epidermidis，S. haemolyticus，
S. hominis，S. saprophyticus，S. simulans，S. warneri の
12 菌種で，Micrococcus 属では，M. luteus，M. lylae が
分離された。Staphylococcus aureus は強力な病原菌であ
ることが報告されている。次に多く分離されたのは，
グラム陽性桿菌 Bacillus 属であった。菌種は，B. alvei，
B. cereus，B. circulane，B. firmus，B. licheniformis，B. 
megaterium，B. pumilus，B. sphaericus，B. subtills，B. 
thuringiensis であった。その他，体育館からは，Acineto­
bacter calcacoaceticus，Aerococcus viridans，Chryseomonas 
luteola，Corynebacterium xerosis，Dermacoccus nishino­
miyaensis，Flavimonas oryzihabitans，Kocuria rosea，
? 1　体育館使用前と使用中の空中浮遊菌数の比較
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aeruginosa，Acinetobacter calcoaceticus が分離された。し
たがって，今後は除菌対策の検討が必要であろうと思
われる。
??　本研究に御協力を戴いた柳かおり氏に感謝致し
ます。
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自然界に広く分布し，空気中から高率に分離される非
病原菌である2,7)。グラム陽性球菌に次いで多く分離さ
れた Bacillus 属の大部分はグラム陽性およびカタラー
ゼ陽性，多くは運動性を有し好気的に発育する芽胞形
成桿菌である7,9)。Bacillus 属は芽胞を有するため耐久胞
子を形成し過酷な環境下でも生存することができる。
従って，Bacillus 属は消毒，乾燥や熱などに抵抗力が強
く自然界に広く分布する1,5)。今回，本学の体育館で本
菌が数多く分離された事実は，この属の持つ特性を反
映したものであろう。Bacillus cereus は自然界に広く分
布し，食品を汚染し，腐敗細菌として知られている。
また，ヒトに対して時に日和見感染として敗血症，気
管支肺炎，髄膜炎や全眼球炎などを起こすとの報告が
ある5,7)。一方，本菌は 1950 年，Hauge が食中毒菌と
して記載し，世界各地で，下痢，腹痛または悪心，嘔
吐を主症状とする食中毒を起こすことが明らかにな
り，わが国でも本菌による食中毒の発生が知られてい
る7)。しかし，本菌は感染型の食中毒菌であるため，菌
数が 107 ～ 109 個 /g に達している食品を摂取した場合
にのみ食中毒を発症するといわれている9)。したがっ
て，健常者が体育館の空気中に含まれる本菌を深呼吸
などをして無意識に摂取したとしても食中毒の発症に
は至らないと考えられる。
5.?????
米本記念体育館における細菌叢の動態について，年
間を通して継続的に調査した結果，年間を通して 13 属
34 菌種が分離され，体育館を使用していない時は 9 属
23 菌種，体育館の使用時には 12 属 29 菌種が分離され
た。出現頻度の高かった細菌は，体育館を使用してい
な い 時， 使 用 し て い る 時 と も に Staphylococcus 属，
Micrococcus 属 Bacillus 属の順であった。また，体育館
を使用していない時よりも使用している時の方が分離
される微生物の個数が多いことが判った。さらに，本
学 の 体 育 館 か ら 日 和 見 感 染 の 原 因 菌 で あ る
Staphylococcus epidermidis，Bacillus cereus，Psedomonas 
